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資源添加率向上技術開発研究(クルマエビ) 
（予算区分 行政費 研究期間 2008～ 年度） 

担当：水産・海洋技術研究所 浜名湖分場  上原陽平・吉川昌之  
【研究の背景とねらい】 
・クルマエビは浜名湖の重要な漁獲対象種ですが、近年の漁獲量は大きく減少してい

ます。漁業者は、資源増大を目指し種苗放流事業を継続してきました。しかし、漁

業者の高齢化や減少により、網張りや給餌管理などが大変になり、最近は中間育成

を省略して直接放流することが多くなっています。しかし、このままでは放流効果

の低下が懸念されます。 
・そこで、中間育成の方法を見直して簡略化し、中間育成の所期の目的を効率的に達

成することで中間育成を復活し、放流効果の回復を目指します。 
【これまでに得られた成果】 
（2020 年度までの成果） 
・DNA を抽出し親子判別を行うこと

で放流種苗を識別し、種苗の回収

率を求めました。その結果、漁獲

されたクルマエビ 1,028 尾中 20 尾

が放流種苗であると推定され、回

収率は 0.15% と計算されました。 
・中間育成開始から 1 週間以内にほ

ぼすべての個体が 2 分以内に砂に

潜るようになり、天敵から身を守

る術を身につけていることがわか

りました。 
（2021 年度の成果） 
・中間育成中の給餌量について、標準の量、その

1.5 倍及び 0.7 倍としたところ、成長及び生残

は、1.5 倍では標準と差がなく、0.7 倍では生残

がやや劣り、給餌量を増やす必要はないが減ら

す余地もないことが示されました。 
【期待される効果】 

漁業者の中間育成への取組意識が高まり、効果

の高い放流事業が継続されるようになり、漁獲量

の増加が図られます。 
【今後の計画】 

2019 年には白洲地先のみであった中間育成の実施場所が、2020 年には村櫛と雄踏

の各地先が加わり 3 か所になり、2021 年はさらに鷲津地先も加わって 4 か所となりま

した。中間育成が復活した地点が着実に増えています。 
（作成 2022 年 4 月） 

漁業者による中間育成のための囲い網の設置
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